職種：金型製作　　職務：金型製作

【概要】

　金型製作用図面に基づき、各種工作機械を用いて機械加工し、部品を一式の金型に組み立て、仕上げる仕事。

【仕事の内容】

　金型製作の仕事は、高度な専門知識と熟練が要求され、金型材料と加工手順・加工プロセスを正確に把握したうえで、材料を加工し、組み立てることが必要である。

　より高品質の金型を作り上げるために、常日頃から作業の標準化や改善に取組むことも重要である。作業分担は企業規模により異なり、小規模ではひとりの人間が一貫して行い、中規模以上では工程ごとに作業を分担して行うことが多い。

　なお、ねじ製造業の中には、金型製作の仕事は外注する場合も少なくない。この場合には、外注先が行った仕上がり品の品質確認等の仕事が中心となる。

【求められる経験・能力】

（1） 学卒（新卒）採用により入職するケース、経験者（中途）採用により入職するケースなど、様々である。

（2） 関連資格として、たとえば、技能検定（金型製作、機械加工等）等があり、資格を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することもある。

（3） 金型工として必要な資質は、ねじやその製造プロセスに対する興味や関心を持っていること、さらには金型製作技法の技能向上への意欲をもっていることなどが挙げられる。

【関連する資格・検定等】

・技能検定（特級～２級）：金型製作（プレス金型製作作業）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

・技能検定（特級～３級）：機械加工（普通旋盤作業、数値制御旋盤作業、フライス盤作業等）〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

・玉掛け技能者（都道府県労働局等）

・フォークリフト運転者（都道府県労働局等）

　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　５３６　金属製品製造工　など

